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【平成２０年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 
（意見等） 
アロディニアと疼痛過敏の分子基盤に関する研究において、特異的分子 ADS（仮称）の発見と神経

因性疼痛に対しミサイル療法による神経因性疼痛抑制法の確立、さらに、アロディニア現象と上位脳レ

ベルでの神経可塑的変化の可視化技術を開発し、神経因性疼痛にリゾホスファチジン酸（LPA）が脊髄

後根で限局発現するなど、その機序を明らかにし、着実に成果を上げていると判断する。 
今後は、研究項目が多岐に渉っているが、異なる難治性脱髄性神経因性疼痛の病態、機構の更なる解

明を期待する。 
 
 
【平成２２年度 検証結果】 
研究進捗評価結果どおりの成果が達成された。 

  


